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研究成果の概要（和文）：安価な既存のInformation Communication technology（ICT）を用い

たコミュニケーションが、在宅認知症高齢者とその介護者に与える影響を明らかにする為に、以

下の二つのテーマで検証した。(1)「テレビ電話を用いた介入が在宅認知症高齢者とその家族介

護者に与える影響」(2)「ICTツールの活用が在宅認知症高齢者の介護者に与える介護ストレス軽

減効果」(1)では介入群家族の睡眠時間が、介入直前に比して有意に改善されたことが明らかに

なった。(2)では39名の介護ブロガーにアンケート調査を行い、質的分析を行ったところ、ブロ

グ開設により①ソーシャルサポート、②対処機制、③出来事の知覚、という三つのカテゴリに分

類される対処を行っていることが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：We conducted the studies to examine that―(1)How does the 
communication with webcam effect for elderly people suffering from dementia and their 
caregiver, (2)the effect of the use of ICT on stress reduction for caregivers who 
stay-at-home .(1)End of the intervention period, we found a statistically-significant result 
on improvement in time of sleeping on the caregiver of intervention group．(2)39 blogger 
filled out the attached questionnaires. The responses to that question were:①social support,
②coping with stress ,③perception of the event. It was clear that blogging was an effective 
way to reduce a stress for caregivers.  
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研究分野：高齢者、認知症、在宅ケア 
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１．研究開始当初の背景 
超高齢化社会を迎えた本邦において、加齢

に伴う認知症の発症が問題となっている。 
一般的に認知症は不可逆・進行性の経過を

たどる為、患者は不安を抱えたり、介護者は

長期化する介護において、身体・精神・経済
な負担を増している。 
認知症患者の安心につながり、介護者の負
担を軽減するシステムの構築が求められて
いる。 
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２．研究の目的 
安価な既存の ICT を用いることが、在宅認

知症高齢者とその介護者にどのような影響
を与えるのかを明らかにするものである。 
 
３．研究の方法 
(1）テレビ電話による交信 
大学病院神経内科に通院する認知症高齢

者とその家族介護者を対象とし、テレビ電話
(Skype)による交信を行なった。介入群と、
交信を行わない対照群を設定し、両群ともに
認知症高齢者と介護者が同居している家族
形態であること、介入群はインターネット環
境が整っており、操作できる人がいる家庭を
対象とした。両群共に該当患者をリストアッ
プし、研究の主旨を理解し了承を得られた家
庭を対象とした。介入群の家庭には週 1回 30
分の交信を12週間継続し、介入の前後で様々
な評価を行った（図１）。評価の内容は、認
知症高齢者の認知機能（MMSE、HDS-R）や、
主介護者のモラールスケール（Philadelphia 
Geriatric Center moral scale；PGC）、Zung
式うつスケール、睡眠時間の測定などを行っ
た。また両者に対して主観的幸福感（VAS）
の測定をおこなった。 
交信の内容は、簡単なゲームや椅子に座って
できる体操、パソコンのタイピング練習、回
想法など、認知症高齢者の好みにより、興味
を持って取り組めるものとした。また必要に
応じて介護相談、内服確認、認知テスト、悩
みの相談と傾聴なども行った。 
 
図１ 交信のながれ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2）介護ブロガーへのアンケート調査 
認知症高齢者を在宅で介護しているブロ

グ開設者にEメールによるアンケート調査を
依頼し、回答が得られたものを質的分析し、
介護負担軽減のしくみを明らかにした。 
具体的方法としては、ウェブサイト「にほ

んブログ村」からカテゴリ「介護」→「認知
症」を選択し、人気ランキング 1位から順に
現在も更新中のブログ開設者にアンケート
依頼文を送信し、本研究の趣旨を理解し、同
意を得られた方に再度添付メールを送信し、
記入・返信していただいた。 
アンケートの内容は、介護者の性別と介護

負担度(J-ZBI_8）、Pines バーンアウトスケー
ルと睡眠時間、被介護者の要介護度、介護者
と被介護者の年代等と、「ブログを書くこと
で得られたものは何ですか」という自由記載
式の質問であった。 
 
４．研究成果 
(1）介入群の高齢者は 8名（男性 4名、女性
4名、77.6±4.0歳）、対照群の高齢者は 8名(男
性 6名、女性 2名、78.3±5.1歳)であった。介
入群の介護者は 8 名（男性 1 名、女性 7 名、
60.2±14.9歳）、対照群の高齢者は 8名(男性 1
名、女性 7 名、62.5±14.0 歳)であった。介入
の前後で、両群の患者の認知機能や ADL、介
護者の介護負担などに統計的に有意な変化
は見られなかった（表 1～3）。 
 
表 1 認知機能の変化 
 MMSE HDS-R 

 介入 対照 介入 対照 
介入前 22.6 19.9 16.5 16.9 
介入後 24.3 19.8 19.4 15.3 
 
表 2 介護者の変化 
 PGC うつスケール 
 介入 対照 介入 対照 

介入前 10.1 10.6 42 47 
介入後 10.1 10.1 41 47 
 
表 3 VAS の変化 
 認知症高齢者 主介護者 
 介入 対照 介入 対照 
介入前 75.6 68.9 63.0 69.0 
介入後 76.4 56.5 65.0 62.0 
 
変化があった項目は、介入群介護者の睡眠
時間で、介入前は平均 6.5時間であったが 12
週後は 7.1 時間に有意に上昇していた
（p<0.05）。対照群介護者は 6.0時間のまま変
化はなかった。 
介護者に対して行った自己記入式アンケ
ート調査の結果では、認知症高齢者の反応と
して「テレビ電話中は時間を忘れて嬉しそう
に話している」、「外出を嫌がらなくなった」、
「テレビ電話の日は身だしなみに気をつけ
るようになった」などの声が多数聞かれた。
介護者の反応では「日々変わる本人の様子を
伝えることができて良かった」、「テレビ電話
をする中で初めて知った事が多くあり、大変
役に立った」等の声が聞かれた。 
 認知症の高齢者に無料のテレビ電話ソフ
トである Skypeを用いた介入を行った研究は
国内外でも例を見ず、海外からの問い合わせ
や全国紙で報道される等の反響があり、本研
究終了後に他施設でも Skypeを用いた支援が
行われはじめたという報告を聞いている。 
今後さらに介入者数を増やして検証して
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いくことが必要といえる。 
 
(2)回答が得られたのは 39名で、性別比は男
性 33％、女性 67％で、全国の主介護者の性
別比とほぼ一致していた。 
被介護者の要介護度は要介護4が39％と最

も多く、次いで要介護 5 が 23％で合計 62％
を占めており、要介護度の高い高齢者を介護
している現状が明らかになった。 
介護負担度は15.8±9.3で中等度以上の負

担度を示すものであった。 
バーンアウトスケールの数値は 3.5±1.4

でバーンアウト予備軍というものであった。 
介護者の年代は50歳代が39％と最も多く、

全国比とほぼ一致していた。次いで 40 歳代
が 38％、60 歳代が 14％、70 歳代は 9％であ
ったが、全国比では 40 歳代未満が 12％であ
り、これに比してブログ介護者は 38％と多い。
さらに全国では 70 歳以上の介護者が 34％で
あるが、ブログ介護者では 9％と少なかった。
このことから、ブログという発信手段を有し
ている介護者はICT活用世代である比較的若
い世代であることが明らかになった。 
また、「ブログを書くことで得られたもの

は何ですか」という自由記載式の項目を質的
分析した結果、98 のコードから 22 のサブカ
テゴリ、3 つのカテゴリが抽出された。3 つ
のカテゴリとは「ソーシャルサポート」、「対
処機制」、「出来事の知覚」である（表4）。 
 
表 4 カテゴリ一覧 

カテゴリ サブカテゴリ 

ソーシャルサポート 情緒的サポート 
手段的サポート 

対処機制 情動中心型 
問題中心型 

出来事の知覚 自己の客観視 
 

「ソーシャルサポート」とは、人が困ったこ
とに直面した時にその環境ですぐに手を貸
してくれる人がいることである。内容として
は安心感や自信、希望などが与えられる情緒
的サポート（例：同じ悩みをもつ人達から励
まされた等）と、情報や物などが提供される
手段的サポート（例：同じような立場の介護
者からの介護情報の提供など）が挙げられた。 
「対処機制」には、状況は変化しないが、そ
の状況における人の解釈が変化する情動中
心型コーピング（例：書くことによるストレ
スの軽減など）と、実際の状況下で人間・環
境関係での変化を起こさせようとする問題
中心型コーピング（例：介護に対して前向き
になる等）がある。 
「出来事の知覚」とは、人が直面した出来事
をどのように受け止めるかということであ
り、物事の適切な受け止め方によって問題が
解決に向かうか、危機に進展するかを決定付

ける行動に影響を与える。介護ブロガー達は
「書くことで自分の置かれている立場や感
情を客観視できた」、「介護や人生に対しての
心の整理ができた」等と述べており、自己の
置かれた立場についての認識を深め、ゆがん
だ思考を修正していたと考えられた。 
 ブログの更新による介護ストレスの軽減
についての研究は国内外で確認できていな
いが、今後、ICT を使いこなす介護者が増加
していくことは明白であり、ブログなどでつ
ながるコミュニティーの重要性は増してい
くといえる。医療者はこのようなコミュニテ
ィーを支援し、その声に耳を傾け、実際の医
療の場に還元していく努力を有する必要が
あるといえる。 
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